説教要旨「信じて生きる」
聖書：ヨハネ６章４１－５１
6:41 ユダヤ人たちは、イエスが「わたしは天から降って来たパンである」と言われたので、イエスのことでつぶやき始め、

6:42 こう言った。「これはヨセフの息子のイエスではないか。我々はその父も母も知っている。どうして今、『わたしは天から降って来た』などと言うのか。」

6:43 イエスは答えて言われた。「つぶやき合うのはやめなさい。

6:44 わたしをお遣わしになった父が引き寄せてくださらなければ、だれもわたしのもとへ来ることはできない。わたしはその人を終わりの日に復活させる。

6:45 預言者の書に、『彼らは皆、神によって教えられる』と書いてある。父から聞いて学んだ者は皆、わたしのもとに来る。

6:46 父を見た者は一人もいない。神のもとから来た者だけが父を見たのである。

6:47 はっきり言っておく。信じる者は永遠の命を得ている。

6:48 わたしは命のパンである。

6:49 あなたたちの先祖は荒れ野でマンナを食べたが、死んでしまった。

6:50 しかし、これは、天から降って来たパンであり、これを食べる者は死なない。

6:51 わたしは、天から降って来た生きたパンである。このパンを食べるならば、その人は永遠に生きる。わたしが与えるパンとは、世を生かすためのわたしの肉のことである。」

　４１節にあるユダヤ人は、イエス・キリストに、永久に無料（ただ）で満腹できるパンを求めてやってきた人たちです。ガリラヤ周辺の住民なら、ガリラヤ人と書くべきかもしれませんが、この人々には、エルサレムで過越の祭りを守る途中の巡礼者がいたでしょうし、ティベリアスの町から船でやってきた人もいたでしょうから、いろいろな地方の人々の集まりでありました。しかし、ユダヤ人であることは共通していましたので、「ユダヤ人」という表記が選ばれたのでしょう。イエス・キリストはこの群衆に対話による説教を試みられています。ここまでの説教で、集まってきた人々は二つのことが分かったはずです。
一つは、イエスは彼らの期待に沿う人物ではないということです。５０００人もの人々を食べさせた奇跡が行われましたが、ここにいる群衆は、それ以上の奇跡を期待しました。それは、昔、モーセに率いられたイスラエルが荒野で経験した、マンナ(マナ)の奇跡以上の奇跡を期待しました。その時、イスラエルは４０年間、荒野にいたときに毎日マンナという食べ物を提供されました。イエスがモーセ以上のものであれば、マナの奇跡以上の奇跡が期待されるはずでした。つまり、永久に、食べ物が与えられるという期待が実現するはずでした。食べ物は最も基本的な私たち人間の必要です。食べるためにはお金が必要であり、そのために労働もしなければなりません。
ところが、イエスが永久にパンを提供してくれるならば、もうお金儲けに勤しむ必要もなく、額に汗する必要もなくなります。キリストは大変便利な存在となります。けれども、この群衆が願っていることは、彼らが半信半疑であるかもしれませんが、もし実現すればまことに都合のいい神的存在を見つけたことになります。たいていの人が宗教やあるいは神といわれている存在に期待するのはこのようなご利益を提供してくれることではないでしょうか。半信半疑であっても、もし、神というものが一生の間、私たちにパンを提供してくれるなら、と願っても不思議ではありませんか。たいていの宗教に対する期待はそのような日々のパンが確保されること、それが本心であるとはいえないでしょうか。
　ところがその期待は見事にはずれます。イエスが語っていることは、そのような、死ぬまでお腹がいっぱいであることの保証ではなく、神は永遠の命をその民に与えようとしているという神の御心を明らかにすることでした。

　彼らの反応は、つぶやきとして記されています。つぶやきとは結局心の奥底での拒絶であり、拒否であるといえると思います。不満であり、納得しない、受け入れない、といった心の現われがつぶやきとして表されます。そのつぶやきは、イエスはただの人間にすぎないというものです。ナザレに住んでいる家族のことを知っている人がいたと思います。そのような人にとって、イエスはただの人間に過ぎません。神的存在であるはずがない。
　イエス・キリストの説教を聞いて群衆が分かった第二のことは、キリストの言っているそのものは理解したということです。イエスはアラム語でしゃべっておられます。その言語で語られた場合、そこで言われていることはチンプンカンプンではなく、それが何を言っているのかは分かったはずです。つまり、イエス・キリストが語られたことは、父なる神がイエス・キリストを遣わして御心を明らかにされたということです。イエスは自らを神の子とし、最も神に近いものとして、神の意志が、誰も滅びないで永遠の命を獲得すること、終わりの日によみがえって永遠に生きること、それが神の御心であると語られました。

　こういうことは群衆は分かりました。しかし、それを受け入れること、信じることとは別問題です。それどころか、彼らの呟きが彼らの思いを表わしています。イエスは、神に近い神の子どころか単なるどこにでもいるような人間にすぎない、どうしてそんな人が神の子であろうか。そして、彼らは、イエス・キリストの言われているところを拒絶します。それが呟きです。イエスの説教をユダヤ人たちは受け入れることを拒否し、信じないと宣言しているのです。それが呟きです。
　イエス・キリストはこのような拒絶に対してどのように対応されたでしょうか。キリストは拒否に対して拒否で応じるというようなことはされません。分からないなら分からないで結構と切り捨てることもされません。

　まず、呟きあうのをやめなさいといわれます。つぶやくだけではなく、互いに声をそろえて呟くのもやめなさいと言われています。呟きはしばしば一人ではなく、そうだそうだと周囲の同意を求め、ぶつぶつという呟きは大きな声の呟きとなります。
　キリストは、呟くのをやめよといわれますが、その理由はどうしてか。キリストはここで預言者の言葉を引用されます。これはイザヤ書５４章１３か、エレミヤ３１章３４と思われます。キリストは正確にヘブライ語の聖書を引用されたのではなく、キリストが記憶されていたとおりの引用であったと思われます。ここで、キリストが言われていることは、神が教える、という事実です。呟くのではなく、神の教えを聞きなさい。神の教えとは神の言葉でもあります。神が語られている御言葉を聞くことが呟きの対極にある私たちの態度です。

　すべては、神の言葉を聞くことから始まります。これこそキリスト教信仰の発想の第一番に位置するものです。ここに出発するのでなければ、そのあとに何も続くものはありません。
　ちなみに、わたしたちはその神の教え、神の言葉を文書としてまとめられたものが聖書と信じ、だからこそ聖書は神の言葉であって、信仰と生活の規範、規準と信じます。聖書こそ出発点なのです。

　呟きではなく、神の教えに耳を傾けよ。神の教えとは何か。それはイエス・キリストの語る言葉に他なりません。キリストは父に一番近いところにありました。そこから遣わされて、父の神の指し示すところを語るのです。それがキリストの役割であり使命なのです。これをユダヤ人たちは拒絶しましたが、拒絶したのは神の言葉なのです。そこで、神の言葉が語られています。私たちは今日多くの人間の言葉の大きな流れに翻弄されています。大量の情報の大波にもまれています。そこで語れているのは多くの言葉でありますが、神の言葉ではありません。
しかし神の言葉が語られています。考えてみれば、神の声が語られているということは驚くべきことです。この世の只中で神の教えが語られています。偉大な神、大いなる神が語られています。これを真剣に受け止めるべきです。しかし、たいていの場合は、神の言葉は拒否されますが。

　イエス・キリストの教えは、神の教えです。キリストは唯一神を見たものです。それほど神と接近していました。キリストが語ることは誰一人経験しなかったような偉大な、そしてまれなる言葉です。だから、キリストの言葉を聞いて信じるものはそれだけで稀有なる決心をしているのであって、救いの根拠となります。
　キリストを信じるならば、永遠の命が得られます。これこそ神の意志なのです。イエス・キリストこそ命のパンです。この命のパンを食べることこそ永遠の命を確保する道なのです。

　マンナは天から降って来たパンでした。それは人工のパンではなく、それ自体は恐るべき神の賜物です。マンナはそれ自体不思議そのものでした。しかし、そんな不思議な食べ物であっても、それを食べた人は死にました。ということは、マンナはつまらない価値のないものであったのでしょうか。
イエス・キリストは、マンナそのものは天から降って来た食料であると認めておられます。そして、神はそれによってイスラエルが生きることを願われました。神はイスラエルが生きることを願われます。ただし、マンナを食べただけではみんな死んでしまいました。マンナそのものに永遠に生きるための何かが存在していたのではありません。それは、神が永遠に生きるための、本当のパンを指し示す役割を果たしていたのです。マンナは、神の意志を示します。それは誰もが神を信じて生きることでした。マンナは神の意志、信じる神の民は永遠に生きることこそ神のみ心であることを明瞭に示すものであったのです。
　イエス・キリストは、ご自分を命のパンといわれ、このパンを食べると永遠に生きると言われていますが、それは「肉」と言われます（５１節）。これを聖餐と結びつける解釈があり、またそれを否定する立場もあります。聖餐のとき使われるのは、「からだ」という表現です。だから、聖餐とは関係がないという主張もあります。
　そのことはともかく（次週５２－５９節で扱われます）、肉はキリストの存在そのものを指し示しています。だから、キリストの肉を食べるとは、キリストの存在そのものと一つになることを意味していることは明らかです。あるいはキリストを信じ従うことを意味しています。キリストをそのようにして信じ受け入れることが永遠の命への道です。
　これこそ神の御心でした。神は誰も滅びないで永遠の命を獲得することを願っておられます。けれども、このキリストの教えを群衆は受け入れようとしません。何故なのか。彼らは神の教えを受け入れません。永遠の命と聞いてもそれが分かりません。分からないのでその価値が分かりません。永遠の命という最も大切なものが指し示されていても今はあまり関心がない、いずれ聞くことにする、いつか考えることにするとして、留保するだけなのです。しかし、私たちは、いま緊急の課題としてキリストの御言葉に直面しなければなりません。(おわり)　

